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[1]  まずは使ってみよう 

「WalletPAY_V1」をお求め頂きありがとうございます。 

本ツールは私自身が何年も使い続けている「お財布中身管理ツール」を汎用的に使えるよう

作り直した物になります。使い勝手を良くし必要な情報を自動計算できるよう、考慮していま

す。このツールは Excelの出来上がった「記録シート」を提供するものでなく、「記録シー

ト」を生成する機能を提供するものです。このため、利用したい期間や、入金・出金の項目を

設定することで、すぐに利用可能な「記録シート」を手にすることができ、その日からデータ

の入力ができます。実際にお使いになってみて、その操作感を体験してみてください。 

「ツールは使うより慣れろ」という言葉がありますが、本ツールは Excel上に構築した機能

であり、使い慣れた Excelの感覚で操作ができます。まずは、初期設定のまま使ってみていた

だけるよう、最初にこの章を用意しました。 

 

[1-1]  ツールを起動しよう 

本ツールは Excelのマクロ (VBA)で組み込んでありますので、通常の Excelの起動と同じ

で、ファイル・エクスプローラからのダブルクリックで起動します。セキュリティ警告が出た

場合は、[コンテンツの有効化]をクリックして、マクロを有効にしてください。 

初回の起動時に、「使用許諾書の同意」と「利用者名」を入力してください。この入力がな

ければ先に進むことはできません。起動後は[図 1]に示すような 2枚のシートが入っていま

す。 
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[1-2]  「サンプル」シートを触ってみよう 

まずは「サンプル」シートの「入金記載領域」と「出金記載領域」にいろいろな数字を入力

してみましょう。 

 

 

➢ 折りたたまれて非表示になっている月の行は、その月の「○○月合計」とあるセルをダ

ブルクリックすることで、その行の上に表示されます。 

➢ 表示されている月の下にある合計行で、「○○月合計」とあるセルをダブルクリックす

ることで、上にあるその月の行は折りたたまれて非表示になります。 

➢ 各合計値や残高値は、自動計算されて、値の入力や変更に合わせて変更されます。ま

た、この数式の入ったセルは保護されていて、式の変更はできません。 

➢ 記載領域のセルには“=(23400+532)*1.1”のような式を入れることもできます。 

 

[1-3]  ツールの終了 

ツールを終了するときは、通常の Excelと同じ操作で終了させてください。 

図  1：起動後の[サンプル]シート 

入金記載領域 

入金合計列 

(自動計算) 

日付列 

出金記載領域 
出金合計列 

(自動計算) 

現在の残高＝47,142 

残高を自動計算して表示します 
「○○月合計」セルをダブルクリックすることで 

上にその月の情報の表示/非表示を切り替え

ます。 

「サンプル」シート 
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[1-4]  記録シートを作成してみよう 

[記録シート作成]シートから、自分の使用目的にあった記録シートを生成できます。[記録シ

ート作成]の例を[図 2]に示します。情報を設定して ボタンを押すことで

新規の記録シートが作成されます。 

 

① 作成する期間を指定します。「年」「月」のセルはプルダウンになっていますので、そ

こから選択してください。 

② 「入金項目」を入力してください。最大 5 個まで入力できます。 

③ 「出金項目」を入力してください。最大 20 個まで入力できます。 

図  2：「記録シート作成」シート 

① 

シェアウェアの時のみ表示されます 

② 

③ 

④ 

⑤

」 
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④ 前期からの残高（お財布に残っているお金など）がある場合は、その金額を入力してく

ださい。残高計算で入力した残高が加算されます。 

⑤ シートでの設定に基づいて新規の「記録シート」生成します。入力に間違いがある場合

は、フォームが開いて間違い部分を指摘します。 

 

 

 

 

  

お疲れさまでした。「まずは使ってみよう」は、これで終わりです。 

新しい「記録シート」を作って、使い始めましょう。 

「サンプル」シートは削除しても結構です。 

「記録シートの作成」シートは削除しないでください。  
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[2]  操作詳細 

 

[2-1]  「記録シート」作成時の設定 

[記録シート作成]シートから、自分の使用期間にあった記録シートを生成できます。[記録シ

ート作成]を[図 3]に示します。 

 

① 作成する期間を指定します。「年」「月」のセルはプルダウンになっていますので、そ

こから選択してください。終了月が開始月より前の場合はエラーになります。 

② 「入金項目」を上の行から詰めて入力してください。最大 5 個まで入力できます。使わ

ないセルは空にしてください。「入金項目」が一つも設定されていないとエラーになり

ます。「「入金項目」が一つの場合は「入金」の「合計」列を生成しません。 

図 3：「記録シート作成」シート 

① 

シェアウェアの時のみ表示されます 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧

」 

⑨ 
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③ 「出金項目」を上の行から詰めて入力してください。最大 20 個まで入力できます。使

わないセルは空にしてください。「出金項目」が一つも設定されていないとエラーにな

ります。「出金項目」が一つの場合は「出金」の「合計」列を生成しません。 

④ 前期からの残高（お財布に残っているお金など）がある場合は、その金額を入力してく

ださい。残高計算で入力した残高が加算されます。 

⑤ 誤って数式の入ったセルの式を変更できないよう、数式の入ったセルをロックし、シー

トを保護します。もし、記録シートを作成後、数式や入力条件を自分で変更したい時な

どは、このチェックを外してください。その場合は入力値（数値）のチェックもしませ

ん。 

⑥ 月の行のブロック化を行います。数式セルをロック（シートを保護）しているときは、

グループによる折り畳み表示/非表示ができなくなるので、⑤のチェックを外した時の

み使うことができます。グループ化しても、日付の「○○月合計」セルのダブルクリッ

クによる、折り畳み表示/非表示の機能は有効ですので、どちらの方法でも折り畳み表

示/非表示を切り替えることができます。 

⑦ 現在の残高は左上のセルに表示されますが、日々の残高を管理したい場合に「残高」列

を追加作成できます。 

⑧ シートでの設定に基づいて新規の「記録シート」生成します。入力に間違いがある場合

は、メッセージ・フォームが開いて間違い部分を指摘します。 

⑨ このツールを運用中に、ちょっとしたメモが残せます。動作には影響しませんので、自

由に使ってください。 

 

[2-2]  自動計算のための「式」 

生成した「記録シート」には、必要な「式」が設定され、日付や合計、残高を計算するよう

になっています。詳しい動作は、「式」を直接見て確認ください。 

土曜日と日曜日の網掛けは「条件付き書式」で設定しています。 

 

[2-3]  作業用シート作成への制限 

「記録シート」以外にも作業用のシートを作成して、通常の Excelシートとして仕えます。

ただし、「記録シート」シートを表示している時には、新規シートを作成できません（ブック

を保護しています）。最低でも一枚「記録シート」か他のシートを表示してから（ブックの保

護は解除されています）、新しいシートを作成してください。 
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[2-4]  日付毎の情報行の折り畳み表示/非表示 

月ごとの合計行にある「○○月合計」セルをダブルクリックすることで、その月の情報を折

り畳み表示/非表示を切り替えることができます。行をグループ化した時と同じ機能ですが、

行をグループ化していなくても切り替えができます（VBA で実装しています）。 

 

 

[2-5]  年の確認 

「記録シート」には「年」が表示されませんが、日付のセルを選択すると、セル値として

「年」も入った日付が表示されます。 

 

 

 

図 4：折り畳み表示/非表示の切り替え 

ダブルクリック 

ダブルクリック 

図 5：年の表示 

選択 値として[年]も 
表示されます。 
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[2-6]  入金・出金の金額入力について（ヒント） 

本ツールは Excelの機能を使った「記録シート」を自動生成します。生成した「記録シー

ト」内で入金・出金の金額を入れる場合は、数値だけでなく「式」を入れることもできます。

例えば、ある項目が、複数のレシートにある時、別途計算機を使って合計値を計算しなくて

も、以下のような式で入力することができます。 

  =1920+560+350 

  =360*7+3 

  =(250+880)*1.1 

 

数式セル保護をしている場合、計算結果がマイナスになるような式は入力できませんので、

注意してください。 

[2-7]  「作業シート」の他のファイルにコピーするときの規制 

「作業シート」を他のファイルにコピーした場合、コピーした側のシートは動作不良になる

ことがあります。「作業シート」は「WalletPAY_V1」のツール内でお使いください。 

 

[3]  最後に 

「WalletPAY_V1」の機能をご紹介してきましたが、いかがだったでしょうか。簡単な VBA

プログラミングで、便利な機能を提供できたと思っています。 

本ツールによって皆様の作業効率化に貢献できましたら幸いです。 
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